
発達障がい児（者）の支援について

令和７年７月17日

令和７年度 第１回 総合教育会議
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小学校における特別支援学級の状況

校数 学級数 児童数

20 19 23 24 24 26 25 26 25 24 24 24 25 31 33 38 34 36 42 36 45 45 50 50 59 62 105 126 134 138 149 168 165 
207 221 248 254 290 
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中学校における特別支援学級の状況

校数 学級数 生徒数

100 91 103 96 
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313 

327 330 

354 364 376 
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通常の学級に在籍し

発達障がいの可能性がある児童生徒数の推移

小学校児童数 中学校生徒数

特別支援教育、支援員などの状況

H25→R7
該当児童数 3.8倍
学級数 3.0倍

H25→R7
該当生徒数 3.1倍(発達障がいの可能性がある生徒を含む場合3.9倍)

学級数 2.0倍

H25→R7
該当児童数 3.8倍

H25→R7
該当生徒数 7.0倍

H25→R7
特別支援教育支援員数 3.0倍

児童生徒
全体の
0.45％

児童生徒
全体の
2.63％

（単位：校、学級） （単位：人） （単位：人）

（単位：人）

（単位：人）

（単位：校、学級）

発達障がいの可能性がある児童生徒が
通常学級に在籍するが場合が増えており
学級運営への影響が大きくなりつつある

支援体制の強化を図ってはいるものの
教育現場としては全く足りていない

というのが実感

特別な支援を要する
児童の数は年々増加

発達障がいの可能性があるものの
通常学級に在籍する生徒の数を勘案すると

増加ペースは同程度
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心理発達検査件数の推移

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

学業 11 12 7 2 11 8 6 3 1 4 2 3 9 2 2

進路 26 14 6 3 4 6 5 1 2 2 2 5 0 0 0

交友 35 8 26 25 13 9 11 14 6 12 7 4 4 10 6

学校(教師) 44 22 17 21 19 24 28 14 6 13 7 15 14 20 17

生活態度 5 7 3 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 5 5

家庭教育 33 24 47 30 32 20 22 18 10 8 7 3 6 4 4

家族 4 1 5 2 0 1 1 2 0 1 0 0 2 1 0

心身・性 30 26 10 5 5 5 5 7 7 0 7 8 5 3 5

問題行動 9 10 6 12 7 12 3 1 2 1 4 3 4 2 2

不登校 50 49 63 65 45 42 24 17 20 17 11 18 36 25 18

いじめ 8 11 9 15 9 5 4 4 7 6 2 8 7 1 6

障がいに関すること 3 0 1

就学 0 1 0

その他 55 38 39 13 21 34 25 14 7 3 3 1 2 1 1

合計 310 222 238 194 166 166 134 95 70 67 52 68 92 75 67

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

学校 58 11 22 28 53 97 177 146 206 274 258 261 333 322 364

家庭 136 142 178 169 94 104 159 99 73 19 15 4 4 10 12

心身・性 138 83 55 44 19 35 63 105 80 40 61 79 59 23 38

問題行動 23 34 13 5 20 24 20 9 63 73 44 34 38 53 43

不登校 271 293 484 370 225 273 314 393 491 526 610 532 652 529 503

いじめ 0 0 0 3 3 1 4 21 1 11 0 5 2 2 14

障がいに関すること 527 637 637 638 868 849 704 574 571 334 334 419 423 130 209

就学 0 0 25 59 84 3 6 76 55 100 79 116 128 125 301

その他 3 3 3 5 40 12 10 4 25 42 89 69 57 109 25

合計 1,156 1,203 1,417 1,321 1,406 1,398 1,457 1,427 1,565 1,419 1,490 1,519 1,696 1,303 1,509

教育相談などの状況

■ すこやか教育相談件数（単位：件）

■ 子ども健康教育相談件数（単位：件）

H27→R6
SC相談件数 2.7倍 SSW相談件数 8.0倍

概ね140件/年
程度で推移

H22→R6
主に電話相談件数 1/5程度に減少
主に面接相談件数 1,400件/年程度で推移

（単位：件）

（単位：件）

（単位：件）
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教育相談件数の推移

子ども健康教育相談（主に面接相談） すこやか教育相談（主に電話のみの相談）

障がいに関すること

特にSSWの需要が
近年増大している

R5.4月～統計のしかたが変更となったことから
相談件数としては「障がいに関すること」が減少

（障がいの診断が出ており、その特性に応じたかかわりに
ついての相談を「障がいに関すること」として計上）

特別な支援を要する児童生徒や
発達障がいの可能性がある児童生徒

の数は年々増加しており
心理発達検査を

処理しきれていないのが現状



本市の発達障がい児（者）に対する支援体制図

発達支援事業

発達支援あそびの広場

訪問支援

来所相談

発達障がい児等

ペアレント・トレーニング事業

子育て応援プログラム

「子育てスキル講座」

ピアたっちくらす

こども発達支援連絡会議

こどもみらい部・保健福祉部

乳幼児健康診査

４か月

10か月

１歳６か月

３歳

保育所（園）・幼稚園・こども園

地区保健福祉センター

子育てサポートセンター

各種相談会等

乳幼児発達医療相談会
（医師・理学療法士・作業療法士・臨床心理士）

発音とことばの相談会
（言語聴覚士）

園児のためのこども発達相談会
（臨床心理士）

育ちをささえる学習会

発達学習会

専門職の

指導助言が必要

専門医療機関（３か所）・児童発達支援施設（49か所）・幼児のためのことばの教室（２か所） など

定期的な支援は

必要ないが、

状況確認が

必要な場合

手帳・特別児童扶養手当等

福祉サービスの提供

連携

要経過観察

市教育委員会 学校教育課

総合教育センター
教育支援室：指導主事５名・アドバイザー３名

市立小学校 59校

特別支援学級

通級指導

支援員配置
(配置が必要とされた学校のみ)

通級指導

教育支援

審議会

チャレンジ

ホーム

平 2名

大浦 1名

内郷 1名

小名浜 1名

磐崎 1名

植田 1名

週3回

非常勤指導員を配置

教育相談

相談員を

8名を配置

常勤1名

非常勤7名

子ども健康

教育相談

＜面接相談＞

すこやか

教育相談

＜電話相談＞

心理発達検査

専門的教育相談

＜面接相談＞

小児科医

臨床心理士

こころのケア

連携事業

＜面接相談＞

医療創生大学

心理相談センター

臨床心理士

による面接相談

心の教室相談

カウンセラー1名

(臨床心理士) 

相談員 4名

市SC

23校に配置

県緊急SC

20校に配置

出かける支援

SSW派遣(平・小名浜地区以外)

相談支援

校内研修支援

SSW派遣(平・小名浜地区)

特別支援教育に係る研修の開催

特別支援教育の指導充実

(支援学級新担任ｻﾎﾟｰﾄ訪問、

学校訪問支援 等)

特別支援

委員会

学校教育に関わる課題の共有

学習支援ルーム 指導員1名

LITALICO

教育ソフトまなびプラン

県立特別支援学校

＜小学部＞

いわき・平・聴覚支援

県立特別支援学校

＜中等部＞

いわき・平

いわきっ子入学支援

（保幼小連携）システム

就学前相談

県教育委員会

県立高校

県立特別支援学校

＜高等部＞

県緊急

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ

（SSW）

地域支援体制

整備事業

いわき教育事務所

特別支援教育

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

県緊急

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ

（SC）

小学校 20校

中学校 34校

４名

教育事務所に配置

いわき支援学校

（知的）

平支援学校

（肢体不自由）

いわき支援学校

くぼた校

（知的）

聴覚支援平校

（聴覚）

市立中学校 34校

支援員配置
(配置が必要とされた学校のみ)

特別支援学級

県緊急SC

34校に配置

＜保健指導・育児支援＞

１か月

健康係

の支援

家庭支援や

定期的な支援が

必要な場合

継続支援

母子健康相談

連携

連携

情報共有

放課後デイサービス

全校に配置

居場所づくり

事業

勿来

いわき翠の杜

２校

① 乳幼児期 ② 学齢期 ③ 高等学校

いわき支援学校

（知的）

平支援学校

（肢体不自由）

いわき支援学校

くぼた校

（知的）

個別支援教育

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

２校に配置

勿来

いわき翠の杜



①乳幼児期

こどもみらい部・保健福祉部

就学前
相談

乳幼児
健康診査

＜保健指導・育児支援＞

４か月

10か月

１歳６か月

３歳

保育所（園）・幼稚園・こども園

地区保健福祉センター

子育てサポートセンター

各種相談会等

乳幼児発達医療相談会
（医師・理学療法士・作業療法士・臨床心理士）

発音とことばの相談会（言語聴覚士）

園児のためのこども発達相談会（臨床心理士）

育ちをささえる学習会

発達学習会

発達支援事業

いわきっ子入学支援
（保幼小連携）システム

専門職の
指導助言が必要

専門医療機関（３か所）・児童発達支援施設（49か所）・幼児のためのことばの教室（２か所） など

家庭支援や定期的な支援
が必要な場合

継続支援
定期的な支援は必要ないが、

状況確認が必要な場合

母子健康相談

手帳・特別児童扶養手当等

福祉サービスの提供

情報共有

連携

発達支援おやこ教室 発達支援あそびの広場

訪問支援 来所相談

発達障がい児等ペアレント・トレーニング事業

子育て応援プログラム「子育てスキル講座」

ピアたっちくらす

こども発達支援連絡会議

健康係
の支援

要経過観察

１か月



市教育委員会 学校教育課

総合教育センター 教育支援室：指導主事５名・アドバイザー３名

市立小学校 59校 市立中学校 34校

就学前
相談

いわきっ子入学支援
（保幼小連携）

システム

特別支援学級

通級指導

支援員配置
(配置が必要とされた学校のみ)

特別支援学級

通級指導

教育支援
審議会

チャレンジ
ホーム

平 指導員2名

大浦 指導員1名

内郷 指導員1名

小名浜 指導員1名

磐崎 指導員1名

植田 指導員1名

週3回 非常勤指導員を配置

教育相談
相談員を8名を配置

（常勤1名・非常勤7名）

子ども健康教育相談
＜面接相談＞

行動面・学習面での悩み
不登校 教職員
月～金 9時～17時

すこやか教育相談
＜電話相談＞

子育て しつけ 不登校
家庭教育 共有関係
月～金 9時～18時
土日祝 9時～17時

心理発達検査

専門的教育相談
＜面接相談＞

小児科医 月1回(輪番)

臨床心理士 月1回

こころのケア
連携事業
＜面接相談＞

医療創生大学
心理相談センター

臨床心理士
による面接相談

心の教室相談 対象：児童・保護者

カウンセラー(臨床心理士) 1名 相談員 4名

市SC
23校に配置

県緊急SC
20校に配置

県緊急SC
34校に配置

出かける支援
SSW派遣(平・小名浜地区以外)

相談支援 校内研修支援

SSW派遣(平・小名浜地区) 市SC派遣
支援員配置 特別支援学級の設置
特別支援教育に係る研修の開催

特別支援教育の指導充実
(支援学級新担任ｻﾎﾟｰﾄ訪問、学校訪問支援 等)

特別支援
委員会

学校教育に関わる課題の共有

支援員配置
(配置が必要とされた学校のみ)

学習支援ルーム
いわき総合図書館の一室
開館日の10時～17時45分

指導員1名

LITALICO
教育ソフトまなびプラン

②学齢期

県立特別支援学校＜小学部＞いわき・平・聴覚支援 県立特別支援学校＜中等部＞いわき・平放課後デイサービス



県教育委員会

県立高等学校
県立特別支援学校＜高等部＞

県緊急ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ
（SC）

③高等学校

県緊急ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ
（SSW）

地域支援体制整備事業

いわき教育事務所

いわき支援学校

平支援学校

いわき支援学校くぼた校

特別支援教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

個別支援教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

居場所づくり
事業

全校に配置

２校に配置 ２校

小学校 20校

中学校 34校

26名を市内小・中学校に配置

４名を
いわき教育事務所に配置

市立
小・中学校

いわき支援学校（知的）

平支援学校（肢体不自由）

いわき支援学校くぼた校（知的）

聴覚支援学校平校（聴覚）

＜相談・研修支援＞
地域支援センターを設置

勿来

いわき翠の杜

勿来

いわき翠の杜


